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研究成果の概要（和文）：ガス惑星・氷惑星の深部大気・中心核など, 流体層が系のスケールハイトよりも大き
な場合を念頭においた回転球殻中の圧縮性流体の対流運動, およびこれに伴なうダイナモ作用に関する数値モデ
ルの開発を行なった．開発された数値モデルを用いた回転球殻対流の線型安定性解析を広い範囲で調べ，臨界構
造を明らかにした．上層に安定成層領域が存在する場合の貫入運動について調べ，表層で観測される磁場の強度
と貫入距離に関するスケーリング則を提唱した．

研究成果の概要（英文）：Numerical model for MHD in rotating sphericall shells is developed. Linear 
stability analysis of compressible % thermal convection in rotating spherical shells using this 
numerical model is performed with the anelastic approximation. At large compressibility, the 
location of convection column is close to the outer boundary, and the convective motion occurs are 
near the outer boundary. This feature is highly depends radical thermal diffusivity. Numerical 
experiments of magneto-hydrodynamic dynamo in a rotating spherical shell with a strongly stable 
outer layer are performed. The proposed theoretical expression of propagation distance of the Alfven
 waves suggests that the numerically obtained fields permit the complete propagation of the Alfven 
waves across the stable layer.

研究分野：地球惑星科学
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1. 研究開始当初の背景

近年の計算機性能の向上により, 回転球殻内の
対流運動とそれに伴なう磁場生成維持機構 (ダイ
ナモ作用) の直接数値計算が精力的に行なわれる
ようになった. これら研究では, 地球中心核の様
に対流層の鉛直スケールがスケールハイトよりも
十分小さい場合を考えており, 流体を非圧縮流体
としたブシネスク方程式系が用いられている. し
かしながら, ガス惑星や氷惑星などの巨大惑星の
深部大気・中心核の運動を考える際には, 運動の
鉛直スケールがスケールハイトの数倍から十数倍
に及ぶため,流体の圧縮性を考慮する必要がある.

これまでにも, 流体の圧縮性を陽に扱った数値
的研究は幾つか報告されているものの, これらの
研究ではブシネスク系との比較がほとんど行なわ
れておらず, 計算されているパラメータも限定的
である. さらに, 理想気体の状態方程式に基づく
方程式系が用いられており, 近年の高圧実験技術
の進歩により明らかになりつつある高温高圧下の
物性が反映されておらず, 巨大惑星の深部大気お
よび中心核の状況を捉えているとは言い難い.

また, 近年の天文観測技術の発達により太陽系
外の惑星系が多数発見される様になった. 現在観
測されている太陽系外の惑星の多くは木星型惑星
であり, これら天体の深部流体運動・中心核の流
れとダイナモ作用を考える際にも圧縮性流体を考
慮する必要がある.

2. 研究の目的

1⃝ 三次元回転球殻ブシネスク対流モデルを特
定の状態方程式に依存しない形で非弾性系
へ拡張することで, 巨大惑星の内部領域/

中心核の数値モデルを構築する. 併せて既
存の数値モデルの高速化/並列化作業を進
め, 大規模計算を実施するための基盤を整
備する.

2⃝ 1⃝で拡張したモデルを用いて圧縮性回転球
殻対流問題を数値的に計算し, 圧縮性, 系
の回転角速度, 球殻の厚さなどのパラメー
タ依存性を調べる. 線形安定性解析および
有限振幅時間発展計算を併せて行ない, こ
れまで得られたブシネスク系での知見と
相互に比較することで, 断片的な知見しか
得られていない 圧縮性流体の回転球殻対

流運動を系統的に整理し理解することを目
指す.

3⃝ 2⃝ の知見を元に磁気流体ダイナモ問題を
数値的に計算する. 特に自励的に磁場が生
成維持されるパラメータ空間を明確にする
とともに, 回転の効果を強くしていった場
合の漸近則を求める事を目指す. また, 高
圧実験で得られている幾つかの (実験的)

状態方程式を用いることで, 圧縮性と電気
伝導度の深さ方向の依存性を詳細に調べる
ことを目標とする.

3. 研究の方法

1⃝ 非弾性系の定式化と数値コードの実装:

ガス惑星・氷惑星の内部運動の定式化とそ
の数値コードの実装を行なう. モデル開発
は, 結果を常にブシネスク系と比較するこ
とで物理的な理解を深めつつ進めるため,

非弾性流体モデル, 圧縮性理想気体モデル
と段階的に開発する.

2⃝ 臨界対流の構造の把握:

1⃝ で構築した数値コードを用いて線形固
有値解析により臨界構造を把握する. 系の
自転角速度, 球殻の厚さ, 静的安定度, 熱・
力学的境界条件を変えて, これまでより広
いパラメータ領域について臨界モードを
求め, 物理的解釈を行なうことで理解を深
める.

3⃝ 非弾性系の有限振幅対流計算:　
回転球殻中の非弾性流体の有限振幅対流計
算を, パラメータおよび境界条件を変えて
遂行し, パラメータ空間上での流体運動の
カタログを作成する. 系の圧縮性の影響を
徐々に強くすることによって, ブシネスク
系から非弾性系へと連続的に対流構造を変
化させて,結果の物理的解釈を行なう.

4⃝ 非弾性系の磁気流体ダイナモ計算:

回転球殻中の非弾性磁気流体のダイナモ計
算をパラメータおよび境界条件を変えて遂
行する. ブシネスク系から非弾性系へと連
続的に対流構造を変化させつつ, 深さ方向
の電気伝導度の変化の磁場生成に与える影
響を詳細に調べ, 自励的な磁場の生成維持
が成立する臨界パラメータを特定すること
を目指す.



4. 研究成果

1⃝ 既存のブシネスク系による球殻対流の数値
モデルを非弾性系に拡張した.

2⃝ 系の自転角速度, 球殻の厚さ, 静的安定度
を変えた線型安定性解析を遂行した. また,

臨界対流の構造が熱拡散係数, ひいては基
本場の構造に強く依存しており, 近年得ら
れている非弾性対流の描像が特定の基本場
の場合に限定されることを示した.

3⃝ 木星型惑星の表層大気構造を念頭に, 薄い
回転球殻中の対流による表層縞状構造の形
成について, 高解像度の全球長時間積分を
遂行した. これまで幾つかの研究で得られ
てきた縞状構造は過渡的な状況であり, 観
測に比するほどの長時間は維持されないこ
とを示した.

4⃝ 球殻外側に安定成層領域が存在する場合を
想定した非弾性MHDダイナモ計算を遂行
し, 磁気擾乱が Alfven 波として安定成層
に貫入することを示し, 貫入距離のスケー
リング則を提唱した.
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